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紹
介
　
と
　
批
　
舗

す
る
働
き
か
け
を
計
寳
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
叉
、
財
政
的
基
礎
か
ら
み

れ
ば
、
君
主
制
復
活
の
た
め
に
は
支
持
政
窯
の
政
治
資
金
、
そ
の
他
の
資
金
が

相
當
額
必
要
で
あ
り
、
著
者
は
こ
の
観
鮎
か
ら
み
て
も
、
嚢
主
制
復
活
の
可
能

性
は
見
込
み
が
な
い
と
す
る
。

　
生
物
學
的
観
織
か
ら
君
主
制
の
復
興
を
み
る
な
ら
ば
、
往
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
各
王
家
で
は
、
優
生
學
上
の
所
謂
「
同
族
結
婚
」
が
績
い
た
た
め
、
軍
調
と

愚
鈍
の
逡
傳
が
現
れ
て
い
る
場
合
が
か
な
り
あ
る
。

　
君
主
制
復
活
は
、
こ
の
よ
う
な
生
物
學
的
観
野
か
ら
も
再
徐
討
さ
れ
、
そ
の

是
非
が
論
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
で
各
章
ご
と
に
レ
ー
ヴ
呂
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
所
読
の
要
結
を
簡
輩
に
紹

介
し
て
み
た
。

　
政
治
學
の
文
献
の
う
ち
で
、
こ
の
著
書
の
よ
う
に
暑
主
制
を
多
角
的
覗
野
か

ら
、
歴
史
的
省
察
と
理
論
的
解
明
を
併
行
し
て
試
み
た
も
の
は
、
め
ず
ら
し
い

と
思
う
。

　
政
治
制
度
を
砥
究
す
る
も
の
に
と
つ
て
、
一
讃
に
便
す
る
文
献
か
と
思
わ
れ

る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
田
眞
鋤
）

七
八

（
六
一
六
）

男
旨
O
ユ
旨
O
げ
客
O
暑
9
貯
o
司
の
置
“

　
U
器
α
o慶
言
昌
鉱
o
富
9
0
の
訂
鑑
器
o
鐸
営

　
o陰
虫
5
魯
O
崔
β
含
慧
磯
曾
（
る
蜜
）

　
　
　
　
〈
霞
『
瞬
oo
帥
旨
冨
急D
毅
qo。

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ノ
ヴ
ァ
コ
ウ
ス
キ
ー
著

『
オ
｝
ス
ト
リ
ア
刑
法
綱
要
』

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
フ
リ
：
ド
リ
ッ
ヒ
・
ノ
ヴ
ァ
コ
ゥ
ス
キ
ー
は
、
現
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
イ
ソ
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
學
で
刑
法
を
講
じ
て
い
る
中
堅
の
刑
法
學
者

で
あ
る
。
箸
者
の
脛
歴
に
つ
い
て
の
詳
細
は
｛
筆
者
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
そ
の
作
品
も
、
あ
ま
り
数
は
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
本
書
は
、

豊
系
書
と
し
て
は
著
者
の
露
女
作
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
論
文
は
、
し
か

し
最
近
次
々
と
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
等
は
ひ
と
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
於

て
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
の
刑
法
雑
誌
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
み
て
も
、
著
者
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
新
進
に
し
て
有
能
な
刑
法
學
者

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
公
表
さ
れ
た
論
文
の
中
特
筆
す
べ
き

も
の
は
、
ス
イ
ス
刑
法
雑
誌
六
五
雀
（
一
九
五
〇
年
）
三
二
二
頁
以
下
の
矯
b
器

全
刑
法
雑
誌
六
三
巻
（
一
九
五
一
年
）
二
八
七
頁

以
下
の
3
N
ξ
ピ
o
嘗
o
〈
§
畠
o
婦
痴
o
魯
籔
隊
昌
鈍
丼
Φ
詳
．
、
及
び
オ
ー
ス



ト
リ
ア
の
法
律
薙
誌
ト
国
・
（
一
九
五
四
年
）
一
三
四
頁
以
下
及
び
一
五
九
頁

以
下
に
公
表
さ
れ
た
り
り
国
需
曽
薯
ぱ
匡
彊
冒
鯨
8
甥
馨
旨
鴎
冨
罠
＠
雛
置

ご
0
5
器
巨
碧
島
旨
魯
お
翫
、
、
で
あ
る
。
こ
の
中
最
後
の
論
文
は
、
「
目
的

行
爲
論
の
一
批
到
」
と
題
さ
れ
、
齋
藤
金
作
致
授
、
西
原
春
夫
助
手
の
手
で
、

早
稻
田
法
學
第
三
一
雀
二
四
五
頁
以
下
に
詳
綱
に
紹
介
さ
れ
た
。
我
々
ば
こ
の

貴
重
な
勢
作
に
よ
つ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
理
論
界
に
於
け
る
一
つ
の
傾
向

に
欄
心
を
向
け
し
め
ら
れ
た
こ
と
を
、
何
よ
り
も
ま
ず
爾
氏
に
感
謝
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
著
者
ノ
ヴ
7
コ
ウ
ス
キ
ー
の
學
問
上
の
系
譜
如
何
と
い
う
織
に
つ
い
て
も
、

筆
渚
は
残
念
な
が
あ
詳
し
い
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
た
だ
前
記
早
稻

田
法
學
に
護
表
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
私
が
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
「
刑
難

綱
要
」
の
献
呈
の
鄙
か
ら
、
推
測
出
來
る
の
は
、
著
者
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑

強
學
界
の
長
老
、
フ
呂
ル
デ
ィ
ナ
ソ
ド
・
カ
デ
ッ
カ
の
系
統
に
立
つ
學
者
で
は

な
い
か
と
い
う
鮎
及
び
、
序
文
よ
り
護
み
と
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
「
そ
の
濁

自
の
道
」
を
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
「
主
観
主
義
の
犯
罪
観
か
ら
出

護
」
（
一
七
頁
）
し
て
い
る
、
と
い
う
貼
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
ま
ず
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヅ
ヒ
・
オ
エ
置
ラ
ー
教
授

（
O
o
印
蒼
目
g
Q
風
m
習
o
獣
く
輪
ぼ
o駐
畦
薗
ヰ
8
ぎ
’
臼
鮪
酵
寧
お
陽
国
Φ
3
一
一
●

oo

●
親
一
）
の
指
摘
す
る
如
く
、
本
轡
で
用
い
ら
れ
る
「
主
観
主
義
」
と
い
う
言

葉
は
、
從
來
の
ド
イ
ッ
刑
法
理
論
界
で
用
い
ら
れ
て
い
る
そ
れ
と
は
内
容
を
著

し
く
異
に
し
、
ま
し
て
い
わ
ん
や
日
本
刑
法
學
界
に
於
け
る
牧
野
教
授
及
び
そ

の
系
統
の
學
者
の
謂
わ
ゆ
る
主
鶴
主
義
と
非
常
な
差
異
の
あ
る
と
い
う
貼
で
あ

る
。
後
に
も
個
々
の
貼
に
つ
き
論
及
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
ノ
ヴ
ァ
コ
ウ
ス
キ
ー

は
、
未
遜
に
つ
き
、
震
犯
と
共
犯
の
匠
別
に
つ
き
、
非
常
に
嚴
絡
な
客
槻
的
に

　
　
　
　
紹
介
と
批
翻

志
向
さ
れ
た
犯
罪
瞭
系
を
主
張
し
、
構
成
要
件
論
に
は
ベ
ー
リ
ソ
グ
の
強
い
影

響
が
見
ら
れ
る
（
オ
ニ
1
ラ
蓄
、
前
掲
三
五
二
貝
）
。

　
本
書
は
、
薯
渚
も
こ
と
わ
つ
て
い
る
如
く
、
本
書
に
先
立
つ
て
刊
行
さ
れ
た

リ
ッ
ト
ラ
聖
の
浩
翰
な
膣
系
書
（
國
騨
菖
Φ
弓
“
∪
器
診
審
躍
①
ぱ
ぎ
げ
o
m
寸

繕
誹
8
疑
ぴ
ミ
♂
野
m
矯
甘
鴨
幅
＜
①
昌
黄
お
鋒
）
の
盟
系
と
競
い
合
う
な

ど
と
い
う
つ
も
り
は
な
く
、
意
識
的
に
、
簡
潔
な
敲
述
を
望
む
學
生
や
實
務
家

の
要
請
に
從
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
文
献
な
ど
の
参
照
は
出
來
る
だ
け
鍵
け

る
と
い
う
意
昧
で
、
各
節
の
胃
頭
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
主
た
る
論
著
、
リ
ッ
ト

ラ
ー
、
マ
ラ
ニ
ウ
ク
、
ホ
ロ
ウ
等
の
該
當
個
所
の
引
用
が
さ
れ
て
い
る
（
序
丈

・
一
七
頁
）
。

　
本
書
は
、
か
の
メ
ツ
ガ
ー
・
シ
呂
ソ
ケ
・
イ
呂
シ
晶
ッ
ク
の
手
に
な
る
外
國

刑
法
叢
書
（
ご
仁
5
島
零
勲
国
彊
目
げ
O
宣
ぴ
膨
O
昌
旨
。
な
お
こ
の
第
一
巻
に
は

ア
ル
ゼ
ソ
チ
ソ
、
デ
ソ
マ
；
ク
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ビ
ア
と
並
ん
で
、
日
本
刑
法

の
総
論
、
各
論
が
一
五
八
頁
に
わ
た
つ
て
、
こ
れ
も
齋
藤
敷
喪
の
手
で
鼓
表

さ
れ
て
い
る
。
教
授
に
は
こ
の
外
、
日
本
刑
法
の
濁
騒
が
、
外
國
刑
法
典
集

〔
妻
鑑
＄
幅
“
Φ
O
帰
唱
旨
霞
ピ
鰹
〕
の
中
に
あ
る
。
時
問
の
か
か
る
地
味
な
仕

事
に
献
身
さ
れ
て
、
日
本
刑
法
を
海
外
に
紹
介
さ
れ
た
同
教
喪
及
び
協
力
者
た

る
西
原
氏
等
に
封
し
て
、
こ
こ
に
敬
憲
を
表
さ
ざ
る
を
得
な
い
）
の
草
稿
が
母

胎
と
な
つ
て
い
る
由
（
同
頁
）
。
そ
れ
故
に
、
實
質
的
に
は
約
二
一
〇
頁
の
小
班

子
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
絡
論
、
各
論
が
一
と
通
り
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
も

著
者
は
反
封
説
を
奪
重
し
て
、
出
來
る
だ
け
そ
れ
等
を
も
併
せ
紹
介
し
批
判
を

加
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
等
の
多
く
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
代
表
的
な
學
読

で
あ
り
、
到
例
で
あ
る
故
に
、
我
々
の
興
昧
を
大
い
に
そ
そ
る
も
の
が
あ
る
。

本
書
が
、
通
り
廟
べ
ん
の
概
説
書
で
あ
る
と
片
附
け
て
し
ま
ラ
わ
け
に
ゆ
か
な

七
九

（
六
一
七
）



紹
介
　
と
　
批
詐

い
所
以
も
叉
こ
こ
に
存
し
よ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
界
は
、
ド
イ
ッ
の
そ
れ
に
比
較
し
て
、
蝕

り
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
の
は
事
實
で
あ
る
。
從
つ
て
、
近
時
の
一
傾
向
を

代表すると

思
わ
れ
、
内
容
的
に
も
ド
イ
ッ
流
の
考
え
方
に
か
な
り
批
鋼
的
な

本
騰
系
書
は
、
紹
介
に
便
す
る
充
分
な
根
擁
を
保
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ

凝
ノ
O

　
添
書
は
、
な
る
ほ
ど
本
文
は
實
質
的
に
は
二
二
〇
頁
に
満
た
な
い
も
の
そ
あ

る
が
、
菊
版
大
の
大
き
さ
で
あ
ヶ
、
學
説
の
批
到
、
到
例
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

活
字
を
小
さ
く
し
て
か
な
り
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
内
容
的
に
は
か
な
り

豊
富
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
表
題
か
ら
も
、
活
字
の
組
み
方
か
ら
も
、
ド
ィ
マ

に
於
け
る
ハ
ソ
ス
・
ヴ
呂
ル
ツ
ニ
ル
の
奮
署
を
思
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
け
れ

ど
も
、
理
諭
的
に
は
後
者
の
よ
う
に
野
心
的
な
作
萌
で
は
な
い
。

　
内
容
に
ふ
れ
る
前
に
目
次
を
一
見
し
て
み
て
も
、
本
書
は
極
め
て
オ
ー
ソ
ド

ヴ
ク
ス
な
型
を
と
つ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
齋
藤
・
西
原
爾
氏
の
前
記

紹
介
が
教
え
て
お
ら
れ
る
如
く
、
箸
者
ノ
ヴ
ァ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
ド
イ
ッ
刑
法

理
論
界
の
花
形
〃
目
的
行
爲
論
〃
に
は
疸
從
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
否
定
的

で
あ
る
。
か
く
て
そ
の
絡
論
の
構
成
も
從
來
の
そ
れ
と
飴
り
異
な
つ
て
い
な

い
。
1
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
荊
法
史
、
交
献
。
2
、
総
論
。
こ
れ
は
分
れ
て
四
つ

に
な
る
。
A
、
刑
法
と
そ
の
領
域
、
（
1
）
犯
罪
と
そ
の
結
果
、
（
1
）
法
源
と
法

の
護
見
、
（
口
）
刑
法
の
適
用
領
域
、
B
、
甑
逮
犯
、
（
1
）
犯
罪
概
念
の
分
析
、

（
1
）
行
爲
、
（
亘
）
構
成
要
件
要
素
、
（
W
）
原
因
性
、
（
v
）
違
法
性
、
（
U
）

構成

要
件
該
當
性
、
蓮
法
性
及
び
遽
法
阻
却
、
（
珊
）
個
々
の
違
法
阻
却
事
由
、

（
唖
）
責
任
、
（
皿
）
麟
賓
性
、
（
x
）
期
待
可
能
性
、
（
X
）
性
格
學
的
責
任
要

素
、
（
彊
）
責
任
能
力
、
（
距
）
可
罰
性
の
附
随
的
要
件
、
C
、
犯
罪
の
護
現
形

八
O

（
六
一
八
）

式
、
（
1
）
原
則
、
（
1
）
未
途
、
（
1
）
共
犯
、
D
、
犯
罪
の
敷
果
、
（
1
）
刑
罰

阻
却
事
由
、
（
亙
）
刑
罰
、
（
夏
）
保
安
、
改
善
露
分
、
（
N
）
競
合
、
（
V
）
刑

の
量
定
、
（
U
）
刑
の
執
行
、
（
翅
）
時
敷
、
3
、
各
論
。
こ
れ
は
個
人
に
封
す

る
犯
罪
と
全
豊
に
封
す
る
犯
罪
に
大
別
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
七
節
に
分
け
て
論

が
爲
さ
れ
て
い
る
。

　
私
は
こ
の
中
、
総
論
の
部
分
に
つ
き
、
し
か
も
そ
の
中
の
数
項
目
を
と
り
あ

げ
る
に
と
ど
め
る
。

二

　
あ
ら
ゆ
る
髄
系
書
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
本
書
も
ま
ず
犯
罪
と
刑
罰
の
關

係
か
ら
始
め
て
い
る
。
こ
こ
で
ノ
ヴ
ァ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
型
割
に
關
す
る
古
來

か
ら
の
説
を
あ
げ
て
學
読
の
動
向
を
描
出
し
な
が
ら
、
「
少
な
く
と
も
現
行
法

に
よ
れ
ぱ
、
刑
罰
拭
折
衷
読
の
考
え
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

…
：
刑
罰
は
そ
の
本
質
上
懸
報
で
あ
り
、
詳
言
す
れ
ぽ
陵
罪
で
あ
る
。
罰
せ
ら

れ
た
者
は
、
軍
に
何
物
か
が
加
え
ら
れ
（
報
い
ら
れ
）
る
客
豊
に
と
ど
ま
ら
ず
、

刑
罰
を
受
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
理
想
的
な
償
い
、
腰
罪
を
行
う
主
盟
で
も
あ
る
。

可
罰
的
行
爲
は
、
刑
罰
威
嚇
を
俘
う
、
國
家
的
に
承
認
さ
れ
、
刑
の
執
行
に
よ

つ
て
満
足
さ
れ
る
朦
報
の
必
要
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
刑
罰
は
、

同
時
に
一
般
豫
防
と
特
別
豫
防
の
必
要
性
に
仕
え
る
」
（
二
六
頁
）
「
刑
罰
が
持

つ
非
難
は
、
刑
罰
の
鷹
報
的
性
絡
と
陵
罪
的
性
格
を
通
じ
特
別
な
色
合
を
持
つ

て
い
る
。
こ
の
特
に
性
格
づ
け
ら
れ
た
非
難
が
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
場
合
、
そ

の
限
り
で
は
刑
罰
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
場
合
に
特
別
豫
防

の
必
要
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
近
代
刑
法
は
、
保
安
・
改
善
の
露
分
を
有
し

て
い
る
。
こ
の
庭
分
は
、
或
る
人
の
以
前
に
と
つ
た
態
度
に
基
づ
い
て
そ
の
人



絡
に
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
存
し
、
そ
の
人
の
灌
利
を
制
限
す
る
。
だ

が
こ
れ
の
目
的
は
、
害
悪
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
非
難
の
表
明
で

も
な
い
。
．
．
．
…
こ
こ
で
そ
の
基
準
と
な
る
も
の
は
危
瞼
性
な
の
で
あ
つ
て
、
責

任
で
は
な
い
」
（
二
六
・
七
頁
）
と
し
て
、
刑
罰
と
保
安
庭
分
の
關
係
に
か
な
り

詳
し
い
説
明
を
行
つ
て
い
る
。
こ
の
爾
者
に
つ
い
て
は
後
に
二
六
頁
で
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
現
行
制
度
と
の
關
聯
で
若
干
の
論
及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
理
論

的
な
問
題
は
、
む
し
ろ
前
者
の
方
が
詳
し
い
。

　
次
い
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
理
論
界
の
犯
罪
に
關
す
る
客
観
説
（
リ
ッ
ト
ラ

置
）
と
主
観
説
（
カ
デ
ッ
声
㌧
の
見
解
を
あ
げ
つ
つ
「
（
爾
者
の
）
重
要
度
は
い

ろ
い
ろ
な
犯
罪
の
種
類
や
問
題
に
つ
い
て
異
な
つ
て
到
断
さ
れ
得
る
。
だ
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
於
て
は
主
観
的
成
分
が
有
力
で
あ
る
。
賞
際
、
法
感
情

に
つ
い
て
の
今
日
の
襲
展
状
態
か
ら
み
れ
ば
、
主
観
読
の
み
が
正
義
の
理
想
と
、

犯
罪
と
刑
罰
と
の
間
の
合
理
的
關
係
と
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
」
（
二
八
頁
）
と

し
て
未
途
を
例
に
と
る
。
客
観
読
は
未
途
の
可
罰
性
は
そ
の
危
瞼
性
に
依
擦

し
、
翫
途
の
危
瞼
性
に
一
歩
を
ゆ
ず
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
し
か
し
オ
ー

ス
ト
リ
ア
刑
法
ば
未
遂
を
す
べ
て
の
故
意
犯
に
認
め
、
原
則
と
し
て
既
途
と
同

じ
刑
の
範
園
で
罰
す
る
。
未
途
は
そ
れ
自
盟
で
犯
罪
な
の
で
あ
為
。
数
人
の
者

が
共
同
し
て
一
つ
の
犯
罪
に
働
く
場
合
に
は
各
人
は
そ
の
資
任
に
感
じ
て
罰
せ

ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
も
彼
に
よ
れ
ば
主
観
説
の
正
し
さ
を
立
鐙
す
る
論
撮
に

な
る
。
刑
罰
の
本
質
は
可
罰
的
な
こ
と
を
し
た
人
間
の
人
格
に
封
す
る
作
用
の

中
に
あ
る
。
從
つ
て
刑
罰
が
依
存
す
る
も
の
は
、
人
絡
の
中
に
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
彼
自
身
の
犯
罪
の
定
義
は
「
犯
罪
と
は
人
間
の
行
爲
で
あ
る
。
そ
の
入

間
の
行
爲
か
ら
法
は
或
る
法
釜
に
封
す
る
行
爲
者
の
反
偵
値
的
な
態
度
を
引
き

出
し
、
そ
れ
盗
封
し
て
法
は
そ
の
人
絡
に
封
す
る
強
制
露
分
、
特
に
刑
罰
を
結

　
　
　
　
紹
介
　
と
　
批
　
詐

び
つ
け
る
の
で
あ
る
」
（
二
九
頁
）
。

　
　
　
　
　
三

　
犯
罪
概
念
の
分
析
と
い
う
節
で
は
、
犯
罪
は
人
の
行
爲
で
、
し
か
も
常
に
外

部
的
な
所
爲
（
隅
昌
霞
窪
盗
魯
－
＜
o
旨
菖
審
5
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
客
観
的
及

び
主
観
的
な
行
爲
面
に
分
け
ら
れ
る
と
し
「
所
爲
は
、
法
的
に
保
護
さ
れ
た
生

活
領
域
、
法
益
、
を
俊
害
す
る
が
故
に
蓮
法
で
あ
る
。
叉
駈
爲
は
、
行
爲
渚
に

封
す
る
非
難
、
邸
ち
行
爲
者
が
、
自
分
の
所
爲
に
よ
つ
て
如
何
な
る
法
釜
も
優

害
し
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
適
切
に
顧
慮
し
な
か
つ
た
と
い
弘
非
難
の
根
擦

た
る
、
行
爲
者
の
態
度
に
起
因
す
る
故
そ
の
所
爲
は
有
責
で
あ
る
」
（
四
〇
頁
）
。

著
者
は
、
ド
イ
ッ
で
通
読
と
な
つ
て
い
る
傾
向
に
反
封
し
て
、
蓮
法
を
行
爲
の

外
部
的
側
面
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
責
任
は
、
專
ら
行
爲
者
の
心
理
的
側
面
に

あ
る
と
し
て
い
る
が
、
客
観
化
さ
れ
た
責
任
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
存
在
は
認
め

て
い
る
。
こ
の
他
、
蓮
毯
に
も
責
任
に
も
何
等
の
役
割
を
演
ぜ
ず
、
そ
れ
故
、

行
爲
の
反
償
値
と
は
關
係
の
な
い
事
情
の
存
在
及
び
不
存
在
を
前
提
と
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
可
罰
性
の
附
随
的
要
件
で
あ
つ
て
、
こ
れ
等
は
多
様

な
法
政
策
的
考
慮
に
依
櫨
し
、
解
縄
に
よ
つ
て
操
求
せ
ら
る
べ
ぎ
も
の
と
さ
れ

て
い
る
（
四
〇
頁
）
。
こ
れ
は
後
に
八
○
頁
で
具
豊
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

要
す
る
に
丙
國
刑
法
の
適
尾
性
に
關
す
る
治
外
治
権
の
存
否
、
會
期
中
の
議
員

の
不
可
侵
樒
等
、
滑
極
的
な
刑
罰
阻
却
事
由
の
こ
と
で
あ
る
。

　
今
日
の
刑
法
は
類
型
刑
法
で
あ
り
、
犯
罪
は
こ
の
實
定
法
の
犯
罪
類
型
に
か

な
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
犯
罪
類
型
は
、
違
法
性
、
責
任
を
類

型
化
し
、
可
罰
性
の
附
随
的
要
件
を
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
が
謂
わ
ゆ
る
構
成

要
件
で
あ
る
。
か
く
て
ベ
ー
リ
ン
グ
以
來
護
展
し
來
つ
た
構
威
要
件
論
に
論
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
（
六
一
九
）



　
　
　
　
紹
介
　
と
　
批
詐

し
、
こ
れ
を
「
違
法
類
型
」
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
喜
ぱ
し
く
な
い
と
し
て

い
る
（
詳
細
は
五
五
頁
以
下
に
あ
る
）
。
彼
は
構
成
要
件
を
「
刑
罰
威
嚇
に
よ
つ

て
把
握
さ
れ
た
不
法
を
示
し
、
從
つ
て
不
法
を
犯
罪
類
型
の
意
昧
で
類
型
化
し

て
い
る
犯
罪
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
総
鐙
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う
（
四

一
頁
）
。
こ
こ
で
も
前
述
の
如
く
主
観
的
違
法
要
素
は
否
定
さ
れ
て
い
る
（
そ
の

詳
細
は
五
二
頁
に
あ
る
）
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
主
蔑
面
、
客
観
面
に
關
係
を

有する

メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
つ
き
用
語
の
整
理
が
必
要
で
あ
る
と
し
「
不
法
を
表

わ
す
外
部
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
総
盟
は
今
後
、
り
穏
9
『
呂
9
鼠
．
、
と
し
、

故
意
過
失
が
關
係
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
外
部
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
総
腔

を
、
べ
1
リ
ソ
グ
の
提
案
（
b
凶
o
■
o
冨
o
さ
琶
円
暮
ぴ
o
o慶
替
含
一
鵠
⑦
、
砕

屋
）
に
從
つ
て
リ
ト
o
詳
び
惚
画
、
。
と
す
る
。
後
者
は
前
者
よ
り
も
廣
い
場
合
が

あ
る
。
何
故
な
ら
こ
れ
は
不
法
と
關
係
の
な
い
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
も
含
む
か
ら

で
あ
る
。
だ
が
不
法
を
類
型
化
し
て
い
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
、
し
か
も
そ
こ
ま
で

責
任
が
擬
張
す
る
必
要
の
な
い
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
い
う
鮎
で
は
、
■
9
夢
ま

は
日
鱒
昏
①
㌍
冨
冒
島
よ
り
も
狭
い
も
の
で
あ
る
。
賓
任
に
よ
つ
て
は
包
括
さ
れ

て
な
ら
な
い
外
部
的
な
行
爲
面
の
す
べ
て
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
、
若
し
可
罰
の

客
観
的
條
件
と
名
付
け
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
或
る
場
合
に
は
構
成
要
件
の
メ
ル

ク
マ
ー
ル
（
三
三
五
條
の
”
重
大
な
結
果
”
）
で
あ
り
、
一
部
は
責
任
に
つ
い
て

重
要
で
あ
り
（
＝
二
九
條
”
出
生
の
際
に
”
）
、
一
部
は
翠
な
る
可
罰
性
の
附
随

的
要
件
（
四
八
六
僚
a
の
”
支
沸
無
能
力
で
あ
る
場
合
”
）
で
あ
る
（
四
一
頁
）
。

　
「
責
任
は
殊
に
、
心
理
眈
な
關
係
の
性
質
に
よ
つ
て
構
成
要
件
該
當
の
不
浅
と

な
り
（
例
え
ぱ
故
意
若
く
は
巡
失
〉
、
丙
容
的
に
は
指
導
形
相
に
よ
つ
て
類
型
化

さ
れ
る
。
そ
し
て
附
随
的
な
類
型
要
素
が
加
わ
り
得
る
。
こ
れ
は
、
個
々
の
意

懸形成の

非
難
可
能
性
、
行
爲
者
の
類
型
的
な
存
在
様
式
、
借
く
は
そ
れ
の
刑

八
二

（
六
二
〇
）

法
的
な
欝
責
性
に
と
つ
て
（
例
え
ば
責
任
能
力
の
程
度
）
意
義
を
持
ち
得
る
。

か
く
て
彼
の
犯
罪
の
定
義
は
「
犯
罪
と
は
…
…
構
成
要
件
該
當
の
遽
法
か
つ
そ

れ
に
相
鷹
し
て
類
型
的
に
有
責
な
、
可
罰
性
の
或
る
程
度
の
附
随
的
要
件
を
瀟

足
す
る
人
間
の
態
度
で
あ
る
」
（
四
二
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
主
観
説
が
逡

遇
す
る
未
途
の
問
題
（
こ
れ
は
、
外
部
的
な
行
爲
面
に
基
き
、
そ
も
そ
も
類
型

性
が
可
罰
的
行
爲
の
特
色
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
）
や
目
的
犯
（
同
じ
く
反
償

値
が
可
罰
的
行
爲
の
特
色
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
）
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
等
の

可
罰
的
行
爲
は
類
型
的
に
蓮
法
で
は
な
い
が
、
類
型
的
に
有
賓
で
あ
る
。
責
任

は
こ
れ
等
の
場
合
に
於
て
も
何
等
か
の
違
法
な
も
の
に
向
け
ら
れ
て
居
り
、
從

つ
て
内
容
的
に
類
型
化
さ
れ
て
い
る
。
未
途
や
目
的
犯
の
類
型
は
、
責
任
の
目

標
と
し
て
の
專
實
關
係
を
記
述
し
て
い
る
。
」
と
し
て
チ
ン
マ
ー
ル
に
從
つ
て

擬
張
的
構
成
要
件
と
名
付
け
て
い
る
（
四
三
頁
）
。
こ
の
節
を
結
ぶ
に
當
つ
て
、

主
観
的
な
犯
罪
論
は
意
思
刑
法
に
逆
鱒
す
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
撹
到
に
封
し

こ
れ
は
「
類
型
的
な
責
任
は
如
何
な
る
場
合
に
も
一
つ
の
態
度
に
現
わ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
從
つ
て
箪
な
る
意
圖
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
看
過
し
て
い
る
」
と
彊
力
に
反
論
を
行
つ
て
い
る
（
四
三
頁
）
。

　
次
の
〃
行
爲
論
”
は
、
態
度
（
廣
義
の
行
爲
）
を
作
爲
と
不
作
爲
に
分
け
、

し
か
も
そ
れ
を
自
然
科
學
的
な
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
入
間
的
利
釜
に
と
つ

て
意
味
の
あ
る
と
い
う
融
で
解
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
は
便
値
と
ば
無
關
係

な
基
本
概
念
で
あ
つ
て
、
行
爲
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
違
法
、
黄
任
と
い
う
特
色

に
よ
つ
て
、
は
じ
め
て
反
償
値
を
有
す
る
に
至
る
。
刑
法
理
論
は
通
常
、
あ
ら

ゆ
る
態
度
を
行
爲
と
し
て
解
す
る
の
で
は
な
く
、
有
意
的
な
、
邸
ち
意
思
に
よ

つ
て
支
配
さ
れ
た
態
度
を
行
爲
と
解
す
る
。
…
…
行
爲
を
物
理
・
心
理
的
な
意

味
で
解
す
る
の
で
嫁
な
く
、
身
豊
納
な
所
作
の
方
塑
と
し
て
純
粋
物
理
納
に
解



す
る
の
も
よ
か
ろ
う
．
・
…
過
失
犯
に
と
つ
て
は
、
箪
に
意
思
に
よ
つ
て
支
配
さ

れ
た
態
度
の
み
な
ら
ず
、
軍
な
る
有
意
的
に
交
配
可
能
な
態
度
も
本
質
的
で
あ

る
（
四
三
。
四
頁
）
と
す
る
が
、
こ
こ
で
ば
目
的
行
爲
論
を
激
し
く
攻
撃
し
、

殊
に
そ
の
過
失
の
取
扱
を
鋭
く
追
及
し
て
い
る
。
詳
細
は
前
述
の
齋
藤
・
酉
原

氏
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。

四

　
蓮
法
論
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
通
読
の
如
く
、
決
定
規
範
と
詐
債
規
範
の
機

能
を
如
何
に
み
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
彼
に
よ
れ
ば
「
法
蜆
は
實
際

は
命
令
で
は
な
く
て
到
断
で
あ
る
。
そ
れ
は
命
令
と
か
禁
止
を
、
非
入
格
的
な

解
か
く
あ
る
べ
し
”
と
い
う
意
昧
で
の
み
保
有
す
る
。
そ
れ
は
如
何
な
る
要
件
の

下
で
如
何
な
る
人
間
の
態
度
が
”
當
爲
づ
け
”
ら
れ
、
翻
ち
法
に
適
合
し
て
い

る
か
を
言
明
す
る
。
法
は
一
定
の
生
活
關
係
の
安
静
な
存
績
、
確
保
さ
れ
た
経

過
を
、
健
全
に
し
て
合
目
的
な
共
同
肚
會
生
活
の
要
件
と
み
る
。
こ
れ
等
は
法

楓
と
つ
て
便
値
で
あ
る
。
從
つ
て
法
規
範
は
便
値
の
鴬
明
を
有
す
る
（
評
債
規

範
）
。
入
間
の
行
爲
は
、
そ
れ
が
實
定
法
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
實
定
法
に
よ
つ
て

保
護
さ
れ
た
便
値
の
安
欝
な
存
績
若
く
は
そ
の
希
求
さ
れ
た
促
進
と
あ
い
容
れ

な
い
も
の
が
違
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
反
債
値
を
表
わ
し
て
い
る
行
爲
に
法

秩
序
は
強
制
敷
果
、
特
に
刑
罰
を
結
び
つ
け
て
い
る
（
五
二
頁
）
。
こ
の
規
範
論

は
、
六
五
↓
ハ
頁
に
於
て
責
任
と
關
聯
し
て
再
び
読
か
れ
て
い
る
。
「
一
説
に
よ

れ
ば
責
任
の
反
贋
値
は
イ
ソ
ペ
ラ
テ
ィ
ー
フ
に
封
す
る
違
反
で
あ
り
、
從
つ
て

不
服
從
に
あ
る
。
法
規
は
客
観
的
な
行
爲
面
と
は
違
つ
た
主
醗
的
な
面
、
印
ち

決
定
規
範
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
（
リ
ッ
ト
ラ
ー
）
と
す
る
が
、
賓
は
こ
の
場

合
に
も
法
規
塗
評
便
規
範
で
あ
る
。
法
の
要
當
要
求
は
、
命
令
と
し
て
の
法
規

　
　
　
　
紹
　
黄
　
と
　
批
距

の
構
造
か
ら
で
は
な
ぐ
、
壮
會
學
的
な
事
賞
、
便
値
秩
序
と
い
う
倫
理
的
妥
當

要
求
か
ら
ひ
き
出
さ
れ
る
。
實
定
法
は
こ
の
便
値
秩
序
を
實
現
し
よ
う
と
欲
す

る
の
で
あ
る
」
と
。

　
實
質
的
違
法
性
に
つ
い
て
は
、
「
そ
も
そ
も
違
法
性
は
、
法
盆
侵
害
、
郎
ち
、

“
賞
質
的
違
法
性
”
と
し
て
の
實
質
的
な
意
義
に
於
て
段
階
的
で
あ
る
。
法
釜
の

肚
會
的
意
義
の
大
き
さ
は
い
ろ
い
ろ
と
異
な
つ
て
い
る
。
」
と
し
て
侵
害
行
爲
と

法
釜
と
の
關
聯
に
注
意
が
携
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
主
豊
の
側
の
攻
撃
手
段
と

客
盟
た
る
法
釜
の
重
要
性
と
の
相
關
關
係
で
、
實
質
的
違
法
性
の
程
度
を
論
じ

よ
う
と
す
る
か
な
り
實
謹
的
暉
力
的
な
違
法
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

注
目
に
便
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
三
・
四
頁
）
。

　
こ
の
節
で
問
題
と
な
る
の
は
、
主
観
的
遽
法
要
素
及
び
潤
的
行
爲
論
を
否
建

す
る
融
で
あ
る
。
「
主
観
的
違
法
要
素
は
、
違
法
と
責
任
の
分
離
を
、
か
の
外
部

的
な
行
爲
面
と
内
部
的
な
行
爲
面
と
を
一
致
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
く
、
行
爲

着
の
心
理
的
な
事
情
に
も
、
蓮
法
の
理
由
づ
け
若
く
は
阻
却
に
關
す
る
意
義
を

認
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
遽
法
の
中
に
存
す
る
反
便
値
の
明
自
な
目
標
と

意
義
内
容
は
拗
棄
さ
れ
る
。
賞
際
、
こ
の
理
論
は
、
如
何
な
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル

が
不
法
に
と
つ
て
重
要
で
あ
り
、
如
何
な
る
も
の
が
責
任
に
つ
き
重
要
で
あ
る

か
に
つ
い
て
は
、
常
に
不
確
實
さ
を
示
す
」
、
と
し
メ
ッ
ガ
！
の
主
観
的
逡
法
要

素
論
を
詳
細
に
攻
撃
し
て
い
る
。
更
に
ヴ
轟
ル
ツ
呂
ル
一
派
の
、
故
意
を
常
に

不
法
に
馬
せ
し
め
る
立
場
に
封
し
て
も
「
故
意
が
常
に
不
法
に
踊
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
蓮
法
性
の
持
つ
特
殊
性
は
拗
棄
さ
れ
る
。
若
し
故
意
の
不
法

性
を
否
定
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
主
観
主
義
犯
罪
論
、
未
途
論
に
く
み
す
る
な

ら
ぱ
、
少
く
と
も
未
途
、
未
途
犯
、
目
的
犯
は
遠
法
性
が
な
い
筈
で
あ
る
と
い

う
結
論
は
鍵
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
節
を
結
ん
で
冒
う
、
「
不
法
を
行
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
昌
　
　
　
　
　
（
山
ハ
ニ
一
）



　
　
　
　
紹
介
　
と
　
批
詐

の
外
部
的
側
面
に
限
定
し
て
は
じ
め
て
、
蓮
法
に
つ
い
て
も
責
任
に
つ
い
て
も
、

明
白
な
便
値
の
意
味
と
意
昧
關
係
を
提
供
し
得
る
の
で
あ
る
」
と
（
五
五
頁
）
。

五

　
欝
成
要
件
該
當
性
を
論
じ
た
節
で
は
、
ま
ず
「
（
構
成
要
件
は
）
不
法
を
記
述

し
て
い
る
が
、
完
分
で
は
な
い
。
違
法
で
は
な
い
が
樽
成
要
件
に
該
當
す
る
行

爲
も
、
構
成
要
件
に
該
當
し
な
い
が
明
白
に
蓮
法
な
行
爲
も
あ
る
」
「
溝
成
要
件

該
當
性
は
、
不
法
の
存
在
根
櫨
で
は
な
く
、
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
適
合
性
の

根
擦
で
あ
る
」
（
五
五
頁
）
と
い
う
。
そ
し
て
構
成
要
件
は
遽
法
性
の
認
識
根
櫨

で
あ
る
と
す
る
リ
ッ
ト
ラ
ー
、
マ
ラ
昌
ウ
ク
な
ど
の
説
を
あ
げ
て
い
る
。
個
々

の
蓮
法
性
阻
却
事
由
に
つ
い
て
は
第
七
節
に
詳
し
い
。

幽ノ、

責
任
は
主
観
主
義
犯
罪
論
の
中
核
で
あ
る
。
構
成
要
件
該
當
の
不
法
を
惹
起

す
る
と
い
う
こ
と
に
で
は
な
く
、
湛
的
に
保
護
さ
れ
た
便
値
に
封
す
る
一
定
の

内

部
的
な
態
度
の
確
謹
ど
い
う
こ
と
に
可
罰
性
は
依
擦
し
て
い
る
。
從
つ
て
溝

成
要
件
該
當
の
不
法
が
事
賞
上
實
現
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
要
件
で
は
な
い
。

責任は、

行
爲
者
の
心
的
精
紳
的
領
域
（
心
理
）
に
於
け
る
事
實
關
係
で
あ
る
。

責
任
は
行
爲
者
に
封
し
、
行
爲
者
は
構
成
要
件
に
該
當
す
る
不
怯
を
實
現
し
な

い
よ
う
に
相
當
な
顧
慮
を
し
な
か
つ
た
と
い
う
非
難
を
理
由
づ
け
る
。
有
責
者

と
は
、
彼
が
や
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
行
爲
へ
の
決
意
を
な
し
た
か
、
若
く

は
爲
す
べ
ぎ
決
意
を
怠
つ
た
も
の
で
あ
る
。
責
任
は
、
意
思
形
成
に
於
け
る
敏

陥
で
あ
る
。
一
こ
の
鉄
階
は
、
．
扶
が
一
定
め
反
動
を
期
待
し
て
い
る
諸
表
象
に
封

し
て
態
度
決
定
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
有
責
者
は
法
の
優
値
秩
序
が
、
何
等
有

八
四

（
｛
ハ
ニ
ニ
）

責
者
に
封
し
、
・
法
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
た
動
機
づ
け
の
力
を
持
た
な
か
つ
た
が

故
に
、
不
當
に
反
感
し
、
叉
は
全
然
反
鷹
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
責
任
と
は

債
値
關
聯
（
≦
霞
薯
霞
言
巳
聲
ぎ
ε
を
鉄
く
こ
と
で
あ
る
。
刑
法
に
と
つ

て
は
此
の
場
合
、
特
に
法
釜
と
し
て
保
護
さ
れ
た
債
値
が
問
題
と
な
る
。
有
責

者
と
は
、
一
定
の
表
象
に
封
し
て
、
法
の
便
値
秩
序
と
の
關
聯
を
飲
い
て
、
そ

の
者
が
反
雁
す
べ
き
よ
う
に
は
反
鷹
せ
ず
、
そ
れ
故
に
法
釜
の
た
め
の
正
し
い

決
意
を
あ
や
ま
つ
て
い
る
者
を
い
う
（
六
五
頁
）
。

　
「
刑
法
上
の
責
任
非
難
は
、
『
こ
れ
と
は
別
に
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
』
と

い
う
意
味
で
の
意
思
の
自
由
と
は
無
關
係
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
思

の
自
由
は
、
科
學
的
に
は
讃
明
不
能
で
あ
り
、
意
思
の
自
由
は
規
範
的
に
要
求

さ
れ
得
な
い
。
何
故
な
ら
入
間
は
意
思
の
自
由
を
持
た
な
い
も
の
だ
と
す
れ

ば
、
そ
れ
を
自
分
に
與
え
る
こ
と
は
出
來
な
い
か
ら
で
あ
る
。
意
思
の
自
由
は
、

有
機
的
な
條
件
若
く
は
そ
の
他
の
條
件
に
よ
つ
て
、
少
く
と
も
限
定
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
疑
う
鹸
地
が
な
い
（
六
六
頁
）
。
そ
し
て
彼
は
い
わ
ゆ
る
「
行
状

責
任
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
行
爲
者
は
彼
の
從
前
の
行
歌
に
よ
つ
て
そ
の
性

格
に
責
め
を
負
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
が
、
し
か
し
こ
の
即
責
任
∬

は
更
に
自
由
の
問
題
を
俘
う
。
一
騰
誰
が
刑
事
公
到
廷
で
こ
れ
を
説
明
し
得
る

で
あ
ろ
う
か
」
■
と
極
め
て
否
定
的
で
あ
る
（
六
六
頁
鬼

　
「
責
任
非
難
は
、
彼
に
よ
れ
ば
個
々
の
誤
ま
て
る
到
断
そ
れ
自
豊
に
關
係
す
る

も
の
で
は
な
く
、
行
爲
者
の
人
絡
の
中
に
存
す
る
原
因
と
關
係
す
る
（
性
格
學

的
責
任
論
）
。
こ
の
原
因
は
不
攣
的
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
行
爲
渚
に
大
い
に

奪
重
さ
れ
た
便
値
が
、
個
々
の
事
件
の
特
別
な
内
部
的
及
び
外
部
的
な
諸
關
係

の
下
で
の
み
、
し
か
も
そ
の
傾
値
に
ふ
さ
わ
し
く
な
く
賞
現
さ
れ
得
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
得
る
。
若
し
こ
の
意
思
形
成
が
法
の
要
講
を
充
た
さ
な
け
れ
ぱ
、



こ
の
こ
と
の
中
に
も
責
任
は
あ
る
。
そ
の
行
爲
の
瞬
間
に
於
て
、
行
爲
者
と
法

の
便
値
秩
序
と
が
相
懸
に
關
聯
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
が
行
爲

者
に
は
例
え
ぱ
忘
却
の
場
合
に
は
、
そ
の
直
後
で
す
ら
不
可
解
で
あ
り
得
る
」

（
六
六
頁
）
。
こ
こ
で
も
性
格
責
任
論
に
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
印
ち
、
純

埣
特
別
豫
防
説
か
ら
出
嚢
し
て
い
る
こ
の
読
は
、
刑
罰
を
輩
に
相
封
的
に
憧
常

的
な
、
と
も
か
く
釧
決
の
時
融
に
な
お
存
在
す
る
、
人
絡
的
鉄
階
に
封
し
て
適

用
し
、
個
々
の
失
敗
は
、
こ
の
よ
う
な
敏
陥
の
表
徴
と
し
て
詐
便
し
よ
う
と
す

る
。
若
し
も
行
爲
者
が
、
彼
に
蓮
命
と
し
て
課
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
何

も
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
性
格
的
飲
陥
に
つ
い
て
責
任
を
と
る
な
ら
ば
、
刑
罰

の
慮
報
目
的
は
疑
わ
し
い
。
陵
罪
の
必
要
が
心
理
學
的
事
實
と
し
て
存
在
し
、

こ
の
よ
う
な
代
替
給
付
を
要
求
す
る
限
り
、
刑
罰
は
理
想
的
な
代
替
給
付
と
い

う
意
昧
で
の
腰
罪
と
解
さ
れ
得
よ
う
。
こ
の
要
件
の
下
で
の
み
、
刑
罰
は
行
爲

者
自
身
に
よ
つ
て
も
“
自
己
潭
化
”
と
し
て
繧
験
さ
れ
得
る
（
六
六
頁
）
。
責

任
臓
學
問
上
及
び
研
究
技
術
の
上
か
ら
諸
要
素
に
分
解
さ
れ
る
。
そ
れ
等
の
各

々
は
特
別
な
機
能
を
有
す
る
。
露
責
性
（
心
理
的
責
任
要
素
）
は
構
成
要
件
該

當
の
不
法
の
表
象
若
く
依
表
象
可
能
性
を
含
み
、
行
爲
者
の
意
思
形
成
に
つ
い

て
有
す
る
意
義
を
包
含
す
る
。
他
の
心
理
的
事
實
關
係
も
債
値
的
に
重
要
な
働

ぎ
を
し
な
い
場
合
に
ば
、
意
思
形
成
が
構
成
要
件
該
當
の
不
法
と
關
係
し
或
は

關
係
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
以
つ
て
、
意
思
形
成
は
一
定
の
債
値
に
關

聯
し
て
峡
陥
が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。
期
待
可
能
性

（
規
範
的
萱
任
要
素
）
は
灘
責
性
に
は
馬
さ
な
い
が
、
そ
れ
の
債
値
意
義
に
は

影
響
す
る
附
加
的
な
心
理
的
事
賓
關
係
を
包
含
す
る
。
だ
か
ら
規
範
的
責
任
要

素
は
、
麟
責
性
で
以
つ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
、
意
思
行
爲
の
環
疵
性
に
關
す
る

假
定
的
な
、
判
断
を
修
正
せ
し
め
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
自
膣
と
し
て
で
は
な

　
　
　
　
紹
介
　
と
　
批
　
簿

く
、
杵
爲
者
入
格
の
表
わ
れ
と
し
て
詐
便
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
人
絡
の
相
當

性
（
人
格
的
費
任
要
素
）
は
從
つ
て
、
意
思
形
成
に
於
て
有
敷
と
な
つ
た
事
笈

を
、
行
爲
者
の
個
々
的
な
存
在
方
法
か
ら
許
便
へ
と
關
係
づ
け
る
。
責
任
能
力

（
生
物
學
的
貴
任
要
素
）
は
、
可
罰
性
と
い
う
意
味
で
、
特
に
意
思
形
成
に
關

し
て
有
責
的
な
能
力
に
從
つ
て
包
含
し
評
憤
す
る
。
全
饅
的
な
事
賓
が
資
任
の

全
薩
的
反
債
値
を
生
ぜ
し
め
る
。
か
く
て
「
行
爲
渚
の
個
々
の
能
力
で
は
な

く
、
一
般
的
な
行
爲
が
決
定
す
る
。
肉
盟
的
な
敏
階
若
く
は
悟
性
の
峡
階
は
、

と
も
か
く
行
爲
者
に
は
非
難
さ
れ
な
い
。
そ
の
限
り
で
責
任
詐
便
は
個
別
化
さ

れ
て
い
る
。
債
値
關
聯
の
歓
陥
の
み
が
責
任
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

行
爲
者
の
定
義
は
「
法
が
あ
る
人
に
、
現
行
の
債
値
秩
序
と
正
し
く
結
合
し
て

い
る
場
合
に
、
彼
の
肉
膣
的
精
紳
的
能
力
上
期
待
し
て
い
る
心
理
的
な
輕
過
に

つ
い
て
責
任
を
負
う
」
者
を
言
う
の
で
あ
る
（
六
七
頁
）
。

　
第
一
、
第
二
の
責
任
要
素
は
、
個
々
の
意
思
形
成
を
比
較
し
て
確
定
さ
れ
、

第
三
の
要
素
は
、
行
爲
者
を
他
の
一
入
の
存
在
方
法
と
比
べ
て
確
定
さ
れ
る
。

第
四
は
意
思
形
成
若
く
は
人
絡
の
蝦
疵
性
と
は
關
係
せ
ず
、
そ
の
人
の
有
資
的

で
あ
る
能
力
と
驕
係
す
る
。
こ
こ
で
艀
法
の
便
値
要
請
に
か
な
う
人
聞
躍
で
は

な
く
し
て
“
法
の
前
で
有
責
な
人
間
”
が
基
準
を
交
附
す
る
。
し
か
し
壮
會
入

の
“
理
想
型
”
は
、
そ
の
中
に
二
つ
の
特
性
を
結
び
つ
け
、
行
爲
者
が
責
任
鋼

断
で
以
つ
て
詐
便
を
受
け
る
統
一
的
な
、
普
遍
的
に
義
務
づ
け
る
基
準
を
與
え

る
（
六
七
・
八
頁
）
。

　
性
格
學
的
責
任
要
素
は
、
こ
れ
迄
規
範
的
責
任
要
素
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
責
任
の
類
型
性
も
そ
れ
に
依
擦
し
得
る
特
殊
な
性
質
の
基
準

要
素
（
鵠
90
器
惰
欝
ε
嚇
）
で
あ
る
。
故
意
は
し
ば
し
ば
債
値
と
無
關
係
に
理
解

さ
れ
、
全
盟
詐
贋
は
期
待
可
能
性
の
中
に
移
さ
れ
る
。
實
際
、
詐
債
の
客
騰
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賦
へ
｝
ユ
　
　
　
　
　
（
山
ハ
一
一
一
昌
）



　
　
　
　
紹
介
　
と
．
批
詐

故
意
の
事
貸
關
係
が
そ
の
一
部
で
あ
る
心
理
的
全
騰
關
係
な
の
で
あ
り
、
法
概

念
と
し
て
の
故
意
は
、
客
盟
の
債
値
意
義
に
於
け
る
部
分
的
事
賓
關
係
で
あ
る
。

．
．
．
．
．
．
次
い
で
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
マ
ウ
ラ
ッ
ハ
等
の
故
意
を
蓮
法

要
素
に
馬
せ
し
め
、
か
く
て
責
任
は
不
法
の
、
從
つ
て
ま
た
故
意
の
非
難
可
能

性
に
限
定
さ
れ
る
と
す
る
立
場
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
次
い
で
ゼ
ー
リ
ッ
ヒ

が
責
任
論
に
行
つ
た
匠
別
、
即
ち
有
責
者
の
相
封
的
に
恒
常
的
な
本
性
に
根
櫨

を
も
つ
氣
質
的
責
任
（
ご
冨
言
訟
㌶
8
器
o
ぎ
匡
）
と
、
そ
の
者
の
現
賓
的
な
経

験
の
流
れ
に
根
擦
を
も
つ
現
實
的
責
任
（
》
κ
書
釦
『
昌
巨
島
）
に
ふ
れ
、
こ
れ
は

刑
事
學
的
考
察
方
法
に
か
な
う
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
説
を
有
敷
に
補
完
す
る

も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
（
六
八
頁
）
。

七

　
次
に
齢
責
性
と
期
待
可
能
性
の
二
節
が
績
く
。
前
者
で
は
故
意
と
過
失
の
關

係
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
於
て
は
爾
者
の
匠
別
に
つ
い
て
詳
細
な
論
述
が

爲
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
注
目
す
ぺ
き
も
の
は
少
い
。
過
失
に
つ
い
て
、
特
に

認
識
な
き
過
失
を
心
理
的
關
係
と
そ
の
客
腔
と
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
鮎
が
い

さ
さ
か
注
意
を
ひ
く
程
度
（
七
一
頁
以
下
）
。
な
お
こ
の
節
で
は
錆
誤
論
も
共
に

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
期
待
可
能
性
を
扱
つ
た
節
に
も
、
と
り
立
て
て
日
新
し
い

展
開
は
な
い
。
ま
ず
フ
ラ
ソ
ク
を
こ
の
理
論
に
封
す
る
開
拓
者
と
し
て
紹
介

し
、
期
待
可
能
性
を
定
義
づ
け
て
「
行
爲
者
が
心
理
的
な
反
動
の
仕
方
を
と
ら

な
い
で
お
く
と
い
う
こ
と
に
關
係
し
、
構
成
要
件
に
該
當
す
る
不
法
自
身
に
つ

い
て
の
心
理
的
な
關
係
（
麟
責
性
）
の
外
に
存
す
る
、
す
べ
て
の
事
窒
關
係
に

つ
い
て
の
立
脚
鮎
を
示
す
。
」
期
待
可
能
性
の
標
準
に
つ
い
て
は
、
彼
の
規
範
論

と
の
關
係
で
詳
細
な
展
開
が
あ
る
（
七
六
頁
以
下
）
。
期
待
可
能
性
の
思
想
は
、

八
六

（
六
二
四
）

彼
に
よ
れ
ば
、
賀
定
法
的
に
は
行
爲
者
の
利
釜
の
た
め
に
、
一
蓮
の
量
刑
事
由
、

特典附與

事
由
、
更
に
は
一
定
の
犯
罪
類
型
に
特
徴
的
な
責
任
阻
却
事
由
、
最

後
に
抗
握
不
能
な
彊
制
の
如
き
一
般
的
責
任
阻
却
事
由
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
故
意
と
過
失
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
期
待
可
能
性
の

役割が

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

八

　
次
に
「
性
絡
學
的
責
任
要
素
」
の
項
を
一
べ
つ
し
て
み
る
。
こ
こ
で
は
習

慣
性
、
累
犯
等
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
「
責
任
は
反
贋
値
性

（
≦
霞
窪
富
跨
象
o
詳
）
が
外
部
的
事
情
に
還
元
さ
れ
る
場
合
に
は
輕
く
、
そ
れ

が
行
爲
者
の
入
楕
的
態
度
に
根
ざ
し
て
い
る
場
合
に
は
重
い
、
」
と
す
る
。
入
格

的
相
當
性
（
勺
霞
＆
三
凶
魯
ざ
一
富
毬
普
猛
9
）
は
、
特
別
豫
防
の
必
要
性
に
と

つ
て
基
準
と
な
る
危
瞼
性
と
關
係
す
る
。
だ
淋
観
鮎
は
異
な
る
。
人
格
的
相
當

性
は
行
爲
の
時
融
に
つ
き
、
回
顧
的
に
確
定
さ
れ
る
。
人
格
的
相
當
性
は
、
人

絡
の
構
造
に
於
け
る
歴
史
的
な
行
爲
決
意
の
根
ざ
し
と
關
係
す
る
。
危
瞼
性
は

將
來
を
展
望
す
る
。
こ
れ
は
人
格
の
傾
向
で
あ
り
、
現
在
若
く
は
將
來
の
同
種

若
く
は
異
種
の
犯
罪
的
決
意
を
包
含
す
る
こ
と
に
關
係
す
る
。
か
く
て
行
爲
の

時
融
で
は
な
く
、
判
決
宣
告
の
時
融
を
目
ざ
す
の
で
あ
る
（
八
一
貢
）
。

九

　未途に

つ
い
て
は
、
實
質
的
客
観
説
（
行
爲
が
構
成
要
件
に
該
當
す
る
不
法

を
實
現
す
る
危
瞼
性
を
創
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
る
）
、
形
式
的
客
観
説
（
構
成

要
件
の
部
分
的
實
現
を
要
求
す
る
）
と
を
あ
げ
、
然
る
後
に
主
観
説
を
登
場
せ

し
め
る
。
未
途
を
主
観
設
の
立
場
か
ら
説
明
す
る
と
「
故
意
と
い
う
も
の
は
す



で
に
決
定
的
な
も
分
で
あ
り
得
る
し
、
後
に
で
も
な
お
助
播
し
て
い
る
場
合
も

あ
り
得
る
。
し
か
し
経
験
内
容
を
俘
つ
た
行
爲
決
意
は
、
明
ら
か
な
抑
制
段
階

を
超
え
、
か
く
て
“
賞
行
責
任
”
と
な
る
。
こ
の
時
に
始
め
て
故
意
は
特
に
非

難
し
得
る
。
帥
ち
規
範
的
な
責
任
の
規
準
が
問
題
と
な
る
。
行
爲
者
が
、
基
準

と
な
る
感
情
の
強
調
を
経
瞼
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
の
で
は
な
く
て
、

法
が
そ
れ
を
行
爲
者
に
要
求
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。
」

　
だ
か
ら
「
態
度
を
と
る
行
爲
が
、
行
爲
者
の
表
象
に
從
つ
て
、
構
成
要
件
該

當
の
不
法
と
直
接
か
つ
明
白
に
關
係
す
る
1
從
つ
て
行
爲
者
の
表
象
に
よ
っ

て
箕
行
行
爲
と
し
て
示
ざ
れ
る
ー
場
合
、
若
く
は
行
爲
者
の
計
聲
に
從
つ
て

直
接
に
、
こ
れ
以
上
の
休
止
及
び
考
慮
の
期
闇
を
置
か
ず
に
、
こ
の
態
度
を
と

る
行
爲
が
、
心
理
學
的
に
一
つ
の
統
一
を
形
成
す
る
よ
う
な
一
つ
の
態
度
に
移

行
す
る
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。
か
く
て
始
め
て
、
行
爲
者
は
現
實
の
實
行
に
蓬

歪
る
行
爲
を
署
手
し
た
こ
と
に
な
る
」
（
九
二
頁
）
。
こ
の
行
爲
に
著
手
し
た
者

は
、
從
つ
て
未
途
の
段
階
に
入
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
犯
罪
の
形
式
的
な
断
途
と

な
る
た
め
に
は
、
な
お
そ
れ
以
上
の
行
爲
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
三
頁
）

の
で
あ
る
。

　
共
犯
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
重
要
な
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細

な
貼
は
割
愛
す
る
。
た
だ
正
犯
と
共
犯
の
匠
別
に
つ
い
て
は
、
オ
エ
ー
ラ
ー
教

授
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
（
オ
エ
ー
ラ
ー
書
評
前
娼
三
五
一
頁
）
、
主
観
主
義
刑
法

理
論
を
標
務
す
る
著
者
が
、
極
め
て
客
観
的
に
志
向
さ
れ
た
考
え
方
を
示
し
て

い
る
（
九
四
頁
以
下
に
詳
し
い
）
。
間
接
正
犯
に
關
す
る
戯
述
は
九
七
頁
以
下
で

詳細に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
三
の
男
の
解
育
目
的
な
道
具
”
と
し

て
扱
わ
れ
た
直
接
行
爲
者
と
そ
の
第
三
の
男
と
の
關
係
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細

な
諭
述
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
教
唆
と
從
犯
の
關
係
に
つ
い
て
は
九
九
頁
以
下

　
　
　
　
紹
介
　
と
　
鋤
簿

に
読
明
が
あ
り
、
殊
に
紳
〇
一
頁
に
於
て
は
共
犯
の
主
犯
に
封
す
る
從
麗
幌
に

つ
き
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
學
読
到
例
を
蟹
富
に
驕
使
し
て
相
當
な
ス
ペ
ー
ス
が
こ

れ
に
當
て
ら
れ
て
い
る
。

嗣
O

　
論
者
の
論
述
を
詳
細
に
分
析
批
判
す
る
こ
と
は
割
合
に
易
し
い
こ
と
で
あ

る
。
簡
軍
に
結
論
を
出
し
て
本
書
の
學
問
的
償
値
を
云
々
す
る
こ
と
は
、
簡
輩

に
出
來
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
す
る
に
は
飴
り
に
庵
限
ら
れ
た
書

詐
の
わ
く
で
あ
る
。
批
許
を
加
え
る
だ
け
の
目
的
で
都
合
の
い
い
材
料
だ
け
を

並
べ
る
こ
と
で
能
事
維
れ
り
と
す
る
の
は
、
筆
者
の
と
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
も
本
書
は
、
そ
れ
白
饅
の
み
で
著
者
の
す
べ
て
を
示
し
て
い
る
も
の
と
は

限
ら
な
い
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
短
兵
急
な
批
許
に
答
え
る
に
は
蝕
り
に
も

小
班
子
で
あ
り
、
内
容
的
に
か
な
り
無
理
を
し
て
多
く
の
事
柄
が
つ
め
込
ん
で

あ
つ
て
、
し
か
も
充
分
な
説
明
が
爲
さ
れ
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
論
者
の
農
系

の
有
す
る
偵
値
、
本
書
の
學
問
的
寄
興
の
度
合
を
結
論
づ
け
る
た
め
に
は
、
前

記
の
三
論
文
を
併
せ
讃
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
盟
系
書
と
箪
行
論
文
と
は
、

相
互
に
そ
の
存
在
債
値
を
補
完
し
合
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
鋤
到
は
こ
れ
等

す
べ
て
を
理
解
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
我
々
は
こ
れ
等
三
者
を
披

見
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
輕
卒
な
言
は
目
下
の
と
こ
ろ
慣
ん
で
お
き
た

い
。
筆
者
と
し
て
は
、
本
書
の
存
在
及
び
そ
の
内
容
の
一
部
に
、
多
く
の
讃
者

の
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
オ
峯
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
入
門
書
と
し
て
は
手
頃
な
本
で
あ
り
、
そ
の
學
界
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
う
黙
で
も
、
本
書
を
漕
過
す
る
こ

と
は
出
來
ま
い
。
小
さ
い
が
特
異
な
豊
系
を
持
つ
て
い
る
だ
け
に
充
分
存
在
便

八
七

（
六
一
蓋
）



　
　
　
紹
介
と
撹
詐

値
を
持
つ
も
の
と
言
つ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
つ
い
で
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